
№
担当
内線
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令和 元 年度 ～ 3 年度 146,794 千円

歳出科目： 07.05.05.02.52
千円

112,992 千円

市費
87,572 千円
国費

25,420 千円

県費 令和元年度 令和２年度 令和３年度 単位

0 千円 － 19 － ％
－ 19 100 ％

その他
0 千円

112,929 千円

令和３年度 単位

実績値 100.0 ％
目標値 100.0 ％

⑧受益者負担適
正化余地

主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
で
活
用

観点別評価

必要性 有効性

②市民ニーズ ⑤成果向上の余地

終了

当事業は令和３年度で完了。

Ｄ
決算額 得られた成果

⑥類似事業の有無

④上位施策への貢献

課
題
の
整
理

⑦コスト削
減余地

Ａ
課
題
解
決
に
向
け
た

今
後
の
方
向
性

評
価
項
目
（
決
算
時
に
作
成
）

景観に配慮した人道橋の整備により、半田運河周辺の回遊性の向上を図ることができ
た。また、名称募集に多くの方が参加していただくなど、愛着を持っていただける橋と
なった。

得
ら
れ
た
成
果
と
実
績

値

成果指標

人道橋整備事業の進捗率

Ｃ

事業の
評価・課題

B

半田運河と新川の合流地点に人道橋を整備することで、南北に行来する歩行者の利便性と安全
性の向上を図ることができた。また、橋の名前を市民などに広く募集したことで、多くの方に
知ってもらい、愛着を持っていただける橋とすることができた。

効率性
①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

今後の事業
の方向性

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

Ｐ
総合計画： 単位施策： 景観・公園

予
算
見
積
書
で
活
用多くのイベントが行われ、来訪者も大勢訪れる半田運河に、歴史的な景観と調和した人

道橋を整備することで、回遊性が向上し、さらなる賑わいの創出が図られるため。財源内訳

総
合
計
画
と
の
関
係
性
と
予
算
根
拠

３か年実施計画（当該年度事業費等）： 113,000

事業概要等

事業概要：

景観形成重点地区に指定している半田運河周辺を市民の憩いの場及びおもて
なしの場とするため、新たな整備により回遊性の向上や良好な景観の形成を
図り、賑わいのある都市環境の形成に繋げる。

事業目的：
歴史的景観資源を活かした景観の形成を進め、さらなる賑わいの創出により
半田運河周辺の活性化を図る。

目
標
項
目
（
予
算
計
上
時
に
作
成
）

全体事業期間： 全体事業費等：

会計 一般会計

事業内容： 半田運河と新川の合流地点に人道橋の整備を行う。

問題点・
課題等： 半田運河周辺の回遊性の向上を図る必要がある。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

景観に配慮した人道橋の整備により、回遊性の向上とともに更なる賑わいの創出が図ら
れる。

目標値や目指すべき状態

人道橋整備事業の進捗
率

実績値
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PDCA 主要事業名 半田運河周辺整備事業 部課名 建設部都市計画課
川村
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